
国語科学習指導案(本時案) 

  授業日時 2019 年６月２８日（金）第１校時 

単元名：  授業学級 ３年東組 

「漢字の広場」 
 授業会場 ３年東組教室 

 授 業 者  

（全２時間扱い中 第２時）  指 導 者  

 

（1）ねらい 

児童（生徒）は接続詞の使い方の再確認や文章表現の過ちを直したりすることで、前回作った物語をより良

いものにできる。 

 

 

（2）授業のポイント 

・漢字の広場の場面で子ども達が，物語を作った。【前時までの子どもの様子】 

・友達同士で物語を読みあいや接続詞を意識することなどを通して，文章の誤りなどに気づき自分の文章をよ

りよく改善することができるようにする。【授業者の手立て】 

 

（3）展開 

過程 学習活動 ○授業者の主発問・◇留意点・★教材 時間 

導
入 

１．何人かが作った物語を読み聞

かせ、その感想を挙げてもらう。

（その提示した中に、接続詞が誤

った使い方をされている文を作り

紛れ込ませる） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問題：自分の描いた物語をより良

いものにするにはどのようにすれ

ばよいだろうか。 

 

２・接続詞クイズをする。 

文と文の接続詞が空白の接続詞ク

イズをする。 

○「前回みんな物語作ってきてくれたよね。みんな本当

にいろいろな物語を作ってくれたね。何人かのお友達

の作品をみんなにも見てもらおうかな」 

◇誰の作品かわからないようにする。 

★パワーポイントでスライドを作り、黒版に表示する。 

◎「自分とは全く違ってとても面白かった。」 

◎「表現方法がかっこいい。」 

◎「でもさ、けれどもの使い方が変じゃない？」 

〇「たしかに、じゃあなんて直せばいいかな」 

◎「しかしじゃない」 

◎「けれどももできるよ」 

〇「なるほど、間違いを直したらぐっと良くなったね。

みんなの作った物語ももっと良くなるかもしれない

ね。」 

〇「それではどのように分を直せばいいかな」 

◎「文と文をつなぐ言葉に注目すればよくない。」 

 

 

○「なるほど、みんなに質問だけど、文と文をつなぐこ

のような言葉って何あるかな？」 

◎「そこで」◎「さらに」 

〇「みんな、いっぱい知ってるね。それじゃあちょっと

文と文をつなぐ言葉クイズやってみようかな。」 

◎「よっしゃあ」 

★あらかじめ接続詞が空白の問題文を紙に書いて用

意。 

1５

分 



 

展
開 

 

４．自分の物語の手直しをする。 

 

 

 

 

  

５．周りの人と物語を交換し合い、

互いに改善しあう。 

 

〇「接続詞は難しいからね。もしかしたらみんなの中

にも間違ってる子がいるかもね、それじゃあみんなで

直していこうか。」 

◎「しかしじゃなくてさらにに変えてみようかな。」 

 

 

〇「じゃあ最後に周りのお友達と交換して、もっとこ

うしたほういいとか教えあえる時間を少しだけ取ろう

かな。」 

◎「A 君のこの文かっこいいから僕も使おうかな。」 

◎「この漢字間違ってるよ。」 

 

 

 

 

 

  

10分 

 

 

 

 

 

 

15分 

 

 

 

 

 

終
末 

６．今回改善した点などの発表 

 

 

 

 

○「よし。これでみんなの物語もだいぶ良くなったか

な。みんなはどんな感じにレベルアップさせた？」 

◎「しかしからさらにに変えたよ。」 

◎「A 君のこの表現が良かったから参考にしたよ。」 

◎「なんかちょっとだけよくなった気がする」 

〇「そうだね、みんなとっても良くなったよ。これでよ

い本ができそうだね。」 

5 分 

 

【学習課題】接続詞を意識して物語をより良くしよう。 

【評価（対象）】接続詞や文章の誤りに気付いて改善することが

できる。（ノートの回収） 

追加資料 

接続詞クイズ 

今日はとてもいい天気だ。（   ）、今日はプールがある。

（   ）、水着を忘れてきてしまった。 




